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(54)【発明の名称】 超音波探触子

(57)【要約】
【課題】  超音波探触子を生体に固定する。
【解決手段】  超音波をＢモード走査により送受波する
超音波振動子２４が取り付けられた超音波探触子本体２
２の両側に、Ｂモード走査の方向と直交するように２個
のバンド２６を取り付ける。２個のバンド２６のうちの
一方には、端部に２個のバンド２６を結合する留め具２
８を取り付ける。生体に対して超音波を送受波可能に超
音波探触子本体２２を当接させて２個のバンド２６を生
体の外周を覆うように密着させた後、留め具２８で固定
する。これにより、超音波探触子本体２２を生体に固定
することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波を送受波可能な超音波振動子を有
する超音波探触子本体と、
該超音波探触子本体に取り付けられ、超音波を送受波可
能に該超音波探触子本体を生体に当接させた状態で該生
体に固定可能なバンドと
を備える超音波探触子。
【請求項２】  請求項１記載の超音波探触子であって、
前記超音波振動子は、超音波をＢモード走査により送受
波する振動子であり、
前記バンドは、前記超音波探触子本体の両側であって、
前記Ｂモード走査の方向を避けた位置に取り付けられた
２個の帯状部材を有し、該２個の帯状部材を互いに結合
させることにより生体に固定可能なバンドである超音波
探触子。
【請求項３】  請求項２記載の超音波探触子であって、
前記Ｂモード走査の方向を跨いだ両側に設置され、生体
の血管をＢモード走査可能な状態で前記超音波探触子本
体を該生体に固定したときに前記両側から所定の押圧力
で押圧して前記生体の血管のずれを防止可能な少なくと
も一対の突起部材を備える超音波探触子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波探触子に関
し、詳しくは、生体に対して超音波を送受波する超音波
探触子に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来では、超音波により生体の内部状態
を診断するとき、超音波探触子を片手で持ってこれを移
動させつつ超音波を送受波させ、この結果を超音波診断
装置のディスプレイに表示させることにより行なってい
た。したがって、このような超音波探触子では、診断者
が探触子を持つことができるように把持部が形成されて
いる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、こうし
た超音波探触子では、少なくとも一方の手で探触子を持
つ必要があるから、探触子を使用しながら両手を使って
医療作業を行なうことができないという問題がある。ま
た、注射や採血は一般的な医療行為であるが、こうした
行為も長年の経験が必要であり、初心者にとっては難し
い作業となる。このため、超音波を用いて人体の血管を
超音波診断装置のディスプレイに表示させ、そのディス
プレイに表示された血管を確認しながら注射や採血を行
なうことが考えられる。しかしながら、従来の超音波探
触子では、両手を使って医療作業を行なうことができな
いため、超音波探触子を使って、注射や採血を行なうこ
とは困難である。
【０００４】本発明の超音波探触子は、生体に対して超
音波を送受波可能な状態で固定できるようにすることを
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目的の一つとする。また、本発明の超音波探触子は、生
体の血管に対して超音波を送受波可能な状態で固定でき
るようにすることを目的の一つとする。更に、本発明の
超音波探触子は、生体の血管に対して超音波を送受波し
た状態で注射や採血などを行なう際に生体の血管のずれ
を防止することを目的の一つとする。
【０００５】
【課題を解決するための手段およびその作用・効果】本
発明の超音波探触子は、上述の目的の少なくとも一部を
達成するために以下の手段を採った。
【０００６】本発明の超音波探触子は、超音波を送受波
可能な超音波振動子を有する超音波探触子本体と、該超
音波探触子本体に取り付けられ、超音波を送受波可能に
該超音波探触子本体を生体に当接させた状態で該生体に
固定可能なバントとを備えることを要旨とする。
【０００７】この本発明の超音波探触子によれば、超音
波を送受波可能に超音波探触子本体を生体に当接させた
状態で固定できる。この結果、超音波を送受波している
状態で両手を用いて作業をすることができる。
【０００８】こうした本発明の超音波探触子において、
前記超音波振動子は、超音波をＢモード走査により送受
波する振動子であり、前記バンドは、前記超音波探触子
本体の両側であって、前記Ｂモード走査の方向を避けた
位置に取り付けられた２個の帯状部材を有し、該２個の
帯状部材を互いに結合させることにより生体に固定可能
なバンドであるものとすることが好適である。
【０００９】また、本発明の超音波探触子において、前
記Ｂモード走査の方向を跨いだ両側に設置され、生体の
血管をＢモード走査可能な状態で前記超音波探触子本体
を該生体に固定したときに前記両側から所定の押圧力で
押圧して前記生体の血管のずれを防止可能な少なくとも
一対の突起部材を備えるものとすることが好適である。
こうすれば、生体の血管に対して超音波を送受波してい
る状態で注射や採血などを行なうときに生体の血管がず
れるのを防止することができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】次に、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。図１は本発明の一実施例である超
音波探触子２０の構成の概略を示す構成図であり、図２
は本発明の一実施例である超音波探触子２０を生体に装
着した際の断面構成を示す断面図である。実施例の超音
波探触子２０は、生体の血管３６に対して超音波を送受
波可能に構成されており、図１に示すように超音波をＢ
モード走査により送受波する超音波振動子２４が取り付
けられた超音波探触子本体２２と、超音波探触子本体２
２の両端に取り付けられた２個のバンド２６と、２個の
バンド２６を互いに結合する留め具２８と、Ｂモード走
査の方向を跨いでバンド２６に取り付けられた一対の突
起物３２とを備える。なお、超音波探触子本体２２は、
ケーブル３０を介して図示しない超音波診断装置と接続
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されている。そして、超音波振動子２４による超音波の
送受波の結果（Ｂモード画像）が超音波診断装置に備え
るディスプレイに表示されるようになっている。
【００１１】超音波振動子２４は、超音波をＢモード走
査（例えば、リニア走査やセクタ走査など）により送受
波可能な振動子として構成されている。実施例では、幅
の短い短冊状の振動子を幅方向へ多数並べると共にその
一つ一つに電子スイッチを接続し、この電子スイッチの
オンオフによってＢモード走査を行なうものとした。勿
論、生体の血管３６の縦断面の走査に差し支えがなけれ
ば、振動子を機械的に駆動することによりＢモード走査
をするものとしても構わない。
【００１２】バンド２６は、生体に対して超音波を送受
波可能に超音波探触子本体２２を生体に当接させた状態
で生体の外周を覆うように密着して固定するための部材
（例えば、帯状の部材）であり、超音波探触子本体２２
の両側であって、超音波振動子２４のＢモード走査の方
向を避けた位置に２個取り付けられている。このバンド
２６の取り付け位置として超音波振動子２４のＢモード
走査の方向を避けるのは、超音波振動子２４による生体
の血管３６のＢモード走査の走査面上で注射や採血など
の作業を行なうことができるようにするためである。実
施例では、超音波探触子本体２２の両側であって、超音
波振動子２４の走査方向に対して略直交する位置に取り
付けるものとした。
【００１３】留め具２８は、２個のバンド２６を互いに
結合するための部材であり、２個のバンド２６のうちの
一方のバンド２６の端部に取り付けられている。この留
め具２８には２つの開口部が形成され、留め具２８が取
り付けられていない方のバンド２６をこの２つの開口部
に通すことによって２個のバンド２６を互いに結合し、
超音波探触子本体２２を生体に固定できるようになって
いる。
【００１４】突起物３２は、図２に示すように生体の血
管３６の縦断面を走査する位置に超音波探触子本体２２
を固定したときに、その走査の方向を跨いだ両側から生
体を押圧するように構成されている。これは、超音波探
触子本体２２を生体に固定した状態で注射や採血などの
作業を行なっても血管３６がずれないするようにするた
めであり、このずれを防止することにより超音波診断装
置のディスプレイに血管３６の縦断面画像を常に表示さ
せることができるのである。したがって、突起物３２の
形状や大きさ、その間隔などは、生体の血管のずれを防
止できる程度のものとして決定される。
【００１５】こうして構成された実施例の超音波探触子
２０の動作、特に超音波探触子２０を生体の腕部に装着
し、その血管３６の縦断面を走査しながら採血や注射な
どの作業を行なうときの動作について説明する。図３は
実施例の超音波探触子２０を生体の腕部に装着したとき
の注射や採血などの作業の一例を示す説明図であり、図
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４は生体の血管３６の超音波画像の一例を示す説明図で
ある。生体の腕部に超音波探触子２０を装着して注射や
採血などの作業を行なう場合、まず、図２に示すように
注射や採血などの対象となる血管３６に対して超音波振
動子２４の走査方向が一致するように超音波探触子本体
２２を生体に当接させる。そして、その状態を保ったま
まバンド２６を生体に密着させて留め具２８により固定
する。超音波探触子２０の装着を行なうと、ケーブル３
０に接続された図示しない超音波診断装置のディスプレ
イに血管３６の縦断面のＢモード画像を表示させる。な
お、ディスプレイに血管３６が表示されていないとき
は、留め具２８を解除して超音波探触子２０を装着し直
す。
【００１６】こうして生体に対して超音波探触子２０の
装着が完了すると、次に、図３および図４に示すように
超音波診断装置のディスプレイを確認しながら注射や採
血などを行なう。このとき、超音波振動子２４による走
査はＢモード走査であり、ディスプレイの画像はＢモー
ド画像となるから、図４に示すように注射針３８と血管
３６の縦断面が表示されていれば、注射針３８と血管３
６とは同一平面上に存在することになる。したがって、
注射針３８の先端が血管３６の内部に位置するようにし
て注射や採血などを行なえばよい。このとき、一対の突
起物３２が生体に対して血管３６を挟むように押圧して
いるから、注射や採血の際の血管３６のずれが防止され
る。
【００１７】以上説明した実施例の超音波探触子２０に
よれば、超音波探触子本体２２に取り付けられたバンド
２６を生体の外周を覆うように密着させて留め具２８に
より固定できるから、生体に超音波探触子本体２２を固
定することができる。しかも、生体の血管３６の縦断面
を走査可能に超音波探触子本体２２を固定したとき、一
対の突起物３２が血管３６を挟むように押圧するから、
注射や採血などの作業中に血管３６がずれて超音波診断
機のディスプレイに血管３６が表示されなくなるのを防
ぐことができる。
【００１８】実施例の超音波探触子２０では、生体の血
管３６のずれを防止するために一対の突起物３２を設け
るものとしたが、二対以上の突起物３２を設けるものと
してよい。また、血管３６のずれを防止する必要がなけ
れば、突起物３２を設けないものとしても構わない。
【００１９】また、実施例の超音波探触子２０では、２
個のバンド２６を留め具２８により結合するものとした
が、超音波探触子本体２２を生体に固定できれば、如何
なる方法で結合するものとしてもよい。
【００２０】更に、実施例の超音波探触子２０は、生体
の腕部に装着して注射や採血の補助として使用するもの
としたが、これに限られず、バンド２６を長さを調節す
れば生体のあらゆる部分に装着して超音波探触子本体２
２を固定することも可能である。例えば、生体の足部や
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腹部などに装着することもできる。
【００２１】また、実施例の超音波探触子２０では、突
起物３２をバンド２６に取り付けるものとしたが、超音
波振動子２４による超音波の送受波に支障がなければ、
超音波探触子本体２２に取り付けるものとしてもよい。
【００２２】また、実施例の超音波探触子２０では、超
音波振動子２４の走査の方向を避ける位置にバンド２６
を取り付けるものとしたが、注射や採血に利用しないも
のであれば、超音波振動子２４の走査の方向を避ける必
要はない。
【００２３】以上、本発明の実施の形態について実施例
を用いて説明したが、本発明のこうした実施例に何ら限
定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲
内において、種々なる形態で実施し得ることは勿論であ*

6
*る。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の一実施例である超音波探触子２０の
構成の概略を示す構成図である。
【図２】  本発明の一実施例である超音波探触子２０を
生体に装着したときの断面を示す断面図である。
【図３】  本発明の一実施例である超音波探触子２０の
用途の一例を示す説明図である。
【図４】  生体の血管３６の超音波画像の一例を示す説
明図である。
【符号の説明】
２０  超音波探触子、２２  超音波探触子本体、２４  
超音波振動子、２６バンド、２８  留め具、３０  ケー
ブル、３２  突起物、３６  血管、３８  注射針。

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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超声波探头固定在生物体上。 解决方案：在超声探头主体22的两侧设有
两个带26，通过B模式扫描发送和接收超声波的超声换能器24附着在其
上，使其垂直于B模式扫描的方向。 安装。 两个带26中的一个设置有紧
固件28，该紧固件28在末端处将两个带26接合。 在使超声波探头主体22
与生物体接触并发送和接收超声波之后，使两个带26彼此紧密接触以覆
盖生物体的外周，然后通过紧固件28固定。 结果，可以将超声波探头主
体22固定到生物体。
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